
1 相模原市公共施設緑化推進事業

平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 相模原市

（H26当初） （H28末） （H30末）

　　　27箇所 30箇所 32箇所

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

1-A-1 スト緑 一般 相模原市 直接 相模原市 3

1-A-2 スト緑 一般 相模原市 直接 相模原市 1

1-A-3 スト緑 一般 相模原市 直接 相模原市 1

1-A-4 スト緑 一般 相模原市 直接 壁面緑化・敷地内緑化 相模原市 1

1-A-5 スト緑 一般 相模原市 直接 相模原市 1

合計 7

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

相模原市

相模原市 敷地内緑化

相模原市 敷地内緑化

相模原市 壁面緑化

相模原市 壁面緑化・敷地内緑化

相模原市公共施設緑化推進事業（横山公園）

相模原市公共施設緑化推進事業（相模原市立相模原球場）

相模原市公共施設緑化推進事業（城山総合事務所）

相模原市公共施設緑化推進事業（市立東林公民館）

相模原市公共施設緑化推進事業（相模川ふれあい科学館）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
7百万円 Ａ 7百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

都市再生特別措置法に規定する立地適正化計画における居住誘導区域又は都市機能誘導区域内の公共施設の緑化施設(屋上緑化・壁面緑化等)設置
箇所から算出する。

相模原市水とみどりの基本計画において、都市緑化の推進は主要な施策の一つに位置付けられています。
なかでも公共施設の緑化の推進は、公共施設を利用する市民に対して、都市緑化の重要性をアピールすると共に公共施設の新たな魅力を提示することができます。
このことから、既存の公共施設の緑化施設を整備し、都市環境の改善及び魅力の向上を図ります。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

平成29年2月15日

都市再生特別措置法に規定する立地適正化計画における居住誘導区域又は都市機能誘導区域内の公共施設の緑化施設(屋上緑化・壁面緑化等)を27箇所(H26)から32箇所(H30)に拡大する。



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２５年度以降の各年度の決算額を記載。
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相模原市公共施設緑化推進事業 

 

１ 事業概要 

   都市機能や居住を誘導すべき区域において、区域内の都市環境改善及び魅力向上

を図るため、区域内の５ヵ所の公共施設を対象に緑化施設の整備を実施する。平成

２９年度は、東林公民館において、壁面緑化を行う。 

 

２ 事業主体 

   相模原市 

 

３ 平成２９年度予算額 

   事業費：１，０００千円 

 

４ 事業効果 

   既存の公共施設の緑化推進を通じて、都市環境の改善が推進されるとともに、居

住者が生活の中で身近に自然を感じることができる魅力的な空間が形成されること

で、都市機能や居住の戦略的な誘導が図られる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆城山総合事務所（Ｈ28実施済み） 

◆横山公園（H26実施済み） 

◆東林公民館 

（壁面緑化：３６㎡） 

都市機能誘導区域【調整中】 

居住誘導区域【調整中】 

H29事業実施箇所 

◆緑化を実施する公共施設（５ヵ所） 

  

相模原市 

◆相模原市立 

相模川ふれあい科学館 

（H30実施予定） 

◆相模原市立相模原球場 

（H27実施済み） 



別紙２

計画の名称：  相模原市公共施設緑化推進事業     　　都道府県名：   相模原市

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 －

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性



　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和01年12月26日

計画の名称 相模原市公共施設緑化推進事業

計画の期間   平成２６年度 ～   平成３０年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 相模原市

計画の目標 相模原市水とみどりの基本計画において、都市緑化の推進は主要な施策の一つに位置付けられています。

なかでも公共施設の緑化の推進は、公共施設を利用する市民に対して、都市緑化の重要性をアピールすると共に公共施設の新たな魅力を提示することができます。

このことから、既存の公共施設の緑化施設を整備し、都市環境の改善及び魅力の向上を図ります。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                   7  Ａ                   7  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H26当初） （H28末） （H30末）

   1 都市再生特別措置法に規定する立地適正化計画における居住誘導区域又は都市機能誘導区域内の公共施設の緑化施設(屋上緑化・壁面緑化等)を27箇所(H26)から32箇所(H30)に拡大する

都市再生特別措置法に規定する立地適正化計画における居住誘導区域又は都市機能誘導区域内の公共施設の緑化施設(屋上緑化・壁面緑化等)設置 27箇所 30箇所 32箇所

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む －

1 案件番号： 0000144224



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 相模原市 直接 相模原市 － － 相模原市公共施設緑化推

進事業

壁面緑化・敷地内緑化 相模原市  ■  ■  ■  ■  ■           7 －

 小計           7

合計           7

1 案件番号：  0000144224



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

関係課にて実施

事後評価の実施体制

0000144224案件番号：

令和元年度

市ホームページ上にて公表

相模原市立横山公園、相模原市立相模原球場、城山総合事務所、相模原市立東林公民館、相模原市立横山公民館の合計５箇所に
おいて敷地内緑化を実施し、都市環境の改善及び魅力の向上を図ることができた。

緑化を実施した施設について、良好な状態を保つため、植物の剪定を定期的に実施する。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

都市再生特別措置法に規定する立地適正化計画における居住誘導区域又は都市機能誘導区域内の公共施設の緑化施設（屋上緑化・壁面緑化等）を２７箇所（Ｈ２
６）から３２箇所（Ｈ３０）に拡大する。

最　終
目標値

32箇所

最　終
32箇所

実績値

1 案件番号：0000144224


